
歴
史
や
文
化
、
伝
統
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て�

～
大
洲
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
～

「
風
情
の
都
」

　

大
洲
市
に
は
、
各
地
域
に
固
有
の
歴

史
・
文
化
を
反
映
し
た
建
造
物
や
人
々

の
活
動
が
多
数
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
ら

が
歴
史
的
な
町
並
み
と
一
体
と
な
り
、

情
緒
や
風
情
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
（
歴
史
的
風
致
）
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

　
「
歴
史
的
風
致
」
と
は
、
地
域
固
有

の
歴
史
・
文
化
を
反
映
し
た
伝
統
行

事
（
ソ
フ
ト
）
や
、
そ
の
活
動
が
行
わ

れ
る
神
社
や
仏
閣
な
ど
の
歴
史
上
価
値

の
高
い
建
造
物
（
ハ
ー
ド
）、
さ
ら
に
、

周
辺
の
市
街
地
が
一
体
と
な
っ
て
形
成

し
て
き
た
市
街
地
環
境
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

市
内
で
も
、
有
形
・
無
形
文
化
財
が

数
多
く
存
在
す
る
肱
南
地
区
で
は
、
歴

史
的
な
町
並
み
を
背
景
に
練
り
歩
く
八

幡
神
社
の
御
神
幸
行
列
を
は
じ
め
、
肱

川
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
る
花
火
大
会
や

神
伝
流
泳
法
、
中
江
藤と

う

樹じ
ゅ

の
顕
彰
活
動

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

行
事
や
町
並
み
は
、
地
域
の
人
々
に
よ
っ

て
残
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
こ
の
地
域
に
は
、
歴
史
的
風
致
が

色
濃
く
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年

　

平
成
24
年
３
月
、
大
洲
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
（
以
下
「
歴
ま
ち
計
画
」）

が
、国
（
国
土
交
通
省
、文
部
科
学
省
、農
林
水
産
省
）
か
ら
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
、
全
国
で
35
市
町
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
愛
媛
県
内
で
の
認
定
は
大
洲

市
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。

1

2

広報大洲 1月号 8



認められし、その町並み

1　町並みを巡る八幡神社の御神幸行列　　　　2　受け継がれる伝統漁法

3　大洲のシンボルである大洲城　　　　　　　4　中江藤樹像（城山公園）

5　大洲神伝流による泳法（寒中水泳）　　　　　6　夏を彩る花火大会

色
あ
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
に

は
、
人
口
の
減
少
に
よ
る
歴
史
的
な
建

造
物
の
老
朽
化
や
取
り
壊
し
、
伝
統
的

な
活
動
の
担
い
手
不
足
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
受
け
、
市
で
は
、
歴
史

的
風
致
の
維
持
・
向
上
を
目
指
し
、「
歴

ま
ち
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
今
回
、

こ
の
計
画
が
正
式
に
国
か
ら
認
定
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
、
積
極
的
な
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
肱
南
地
区
を
中
心

と
し
た
エ
リ
ア
を
重
点
区
域
と
し
、
文

化
財
の
修
理
や
歴
史
的
な
町
並
み
の
保

全
対
策
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
洲
市
景
観
計
画
に
よ
る
建

築
物
や
工
作
物
の
外
観
規
制
の
効
果
と

相
ま
っ
て
、
相
乗
的
に
歴
史
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
計
画
期
間
は
本
年
度
か
ら
10
年
間
）

　

今
月
号
で
は
、
歴
ま
ち
計
画
に
基
づ

く
主
な
事
業
・
施
策
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。

　

な
お
、大
洲
市
の
歴
ま
ち
計
画
書
は
、

大
洲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
都
市
整
備
課

も
し
く
は
生
涯
学
習
課
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
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歴史、文化の再建

≪歴まち計画に基づく主な事業・施策の概要≫

重要文化財「如法寺仏殿」

②如法寺仏殿保存修理事業
　大洲藩加藤家の菩提寺となっ
ている、如法寺仏殿の半解体修
理を実施する。

おはなはん通りの町並み

③伝統的建造物群保存対策調査事業
　重点区域内の歴史的な町並
みを構成する建造物について、
保存対策を講じるための調査
を実施する。

城山公園（大洲城跡）

①城山公園整備事業
　城山公園内の石垣改修や植
栽整備などを行い､ 適切な整備
を図る｡
︵大洲城下台所の保存修理も実施︶

④古民家再生モデル事業

　古民家を活用したモ
デル住宅・店舗に、民
間事業として実施する
費用の一部を支援す
る。

⑤民間建築物ファサード
　整備費補助事業
　景観計画区域内の
「昔懐かしい伝統的景
観保全・形成区域」で、
建築物の外観改修など
に補助金を交付する。

⑥歴史資料館整備事業

　市の歴史や文化財、
大洲城に関連する資料
などを紹介するための
展示・解説に加え、来
訪者自らが体験し学習
できるような施設として
歴史資料館を整備する。

⑦肱南地区まちづくり
　活動支援事業
　大洲城を中心とした
民間のまちづくり活動
に対し、備品購入費な
どへ補助金を交付す
る。

1

4
5 2

3
6 7

冨士山

重点区域
（面積：約277ha）

八幡神社

大洲市役所

大洲城跡
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見据える先

都市整備課

　武田　康
やす

秀
ひで

　課長

　現在、市では歴まち計画の下、多くの事業を実施しています。その中で、実施している事業内容や本年度における
活動状況について、お知らせします。

▽城山公園整備事業について

　城山公園内の大きなズレやはらみ出しが見られる石垣
を、本年度から ８か年計画で修復していきます。本年度は、
藤樹銅像裏の石垣を修復するため、測量・設計・発掘調
査を実施しています。
　また、園内の植栽については、大洲城跡にふさわしい
植栽のあり方を検討し、整備を進めていきます。なお、
園内の樹木については、石垣に悪影響を与えているもの
や老化、過繁茂などの問題を抱えています。本年度は、
植栽整備計画の策定を目指し、業務を進めています。

▽如法寺仏殿保存修理事業について

　重要文化財である如法寺仏殿は、平成22年度から半解
体修理を実施しています。現在は解体工事を終え、木材
加工や組み立てを進めています。 ７ 月には、一般の人を
対象にした現場見学会を開催しました。

▽民間建築物ファサード整備費補助事業について

　平成２３年１０月に制定した「大洲市景観形成推進事業費
補助金交付要綱」に基づき、本年度も、建物の新築など
に要する費用の一部に補助金を交付します。

▽肱南地区まちづくり活動支援事業について

　平成２４年 ６ 月に制定した「大洲市肱南地区まちづくり
活動支援事業補助金交付要綱」に基づき、本年度は、八
幡神社の御神幸行列で使用する衣装購入費に補助金を交
付しました。

風
情
あ
ふ
れ
る
町
並
み
へ

　

愛
媛
県
内
で
は
初
と
な
る
歴
ま
ち
計

画
の
認
定
は
、大
洲
市
の
歴
史
や
文
化
、

伝
統
の
素
晴
ら
し
さ
が
認
め
ら
れ
た
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。
長
い
年
月
を
か
け

て
つ
く
り
上
げ
た
町
並
み
は
、
次
世
代

へ
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

昔
な
が
ら
の
町
並
み
が
、
こ
れ
ほ
ど

多
く
残
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
全
国

で
も
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
私
た
ち
は
、

そ
ん
な
貴
重
な
も
の
が
、
す
ぐ
身
近
に

あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。

　

歴
史
を
刻
ん
だ
建
築
物
は
、
徐
々
に

で
は
あ
り
ま
す
が
、
確
実
に
老
朽
化
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
「
当
た
り
前
」

に
思
っ
て
い
た
も
の
が
、
い
つ
の
日
か

な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

今
回
の
認
定
は
、
単
な
る
補
助
事
業

で
は
な
く
、「
大
洲
」
と
い
う
場
所
を
、

日
本
に
残
し
て
い
く
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
今
後
、
市
内
を
散
策
す

る
時
に
従
来
と
は
違
う
視
点
に
立
っ

て
、
こ
の
町
並
み
を
見
つ
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
歴
史
が
積
み
重
ね

た
風
情
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

風
情
あ
る
町
並
み
を
、
次
世
代
へ
引

き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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